
 

鹿島市 

ファミリー・サポート・センター 

利用の手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の要件 

≪依頼会員≫ 

１. 市内にお住まい、または勤務されている方で、子育ての援助をし

てほしい方 

２. 概ね生後４ヶ月～小学生のお子さんをお持ちの方 

※事前にセンターで説明を受けていただきます 

※一度登録しますと、子どもさんが小学校６年生まで継続可能です 

≪援助会員≫ 

３. 近隣にお住まいの方で、鹿島市内で援助ができる方 

４. センターの講習会を受講し、この事業の趣旨を理解して、熱意を

持って活動していただける方 

 

援助活動の内容 

ファミリー・サポート・センターで行う援助活動は、子どもへの急な 

対応を補うための援助です。補助的な援助で短時間のものに限ります。 

1. 「リフレッシュしたい！」ときの預かり 

2. 買い物等外出の預かり 

3. 冠婚葬祭・通院などの一時的な預かり 

4. 他の子どもの学校行事の際の預かり 

5. 保育施設、小学校等の時間外の預かり、送迎 

6. 習い事等の送迎 

7. その他、会員のためにセンターが必要と認めた援助 

注１★子どもを預かる場合は、原則として、子育て支援センター  

ひろば内で行いますが、会員双方の合意があればそれぞれの自宅

や、依頼会員が指定する場所で行うこともできます。 

注２★援助活動は、お互いの合意と信頼のもとに成立するもので、 

場合によっては、援助会員を紹介できない場合があります。 

 

 

鹿島市ファミリー・サポート・センターとは 

子育ての援助を受けたい人（依頼会員）と、子育ての手伝いができる人

（援助会員）が会員となり、地域で子育ての助け合いを行う、子育て相互

援助事業です。 

 

1 



活動のながれ・しくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 依頼会員に登録後、援助が必要になった際、できるだけ早めに申し込 

みを行います。（原則として３日前までに。緊急の場合はご相談くだ

さい。） 

2. アドバイザーは、援助会員に連絡し条件があう援助会員を探します。 

3. 援助会員が決まり次第、アドバイザーは依頼会員に連絡します。 

4. 援助会員と依頼会員は「事前打ち合わせ書」にしたがって充分な打ち

合わせを子育て支援センターにおいてアドバイザー立会いで行い、

お互いを知り、理解し合い、子どもが安心して過ごせるよう協力して

ください。 

5. 依頼会員は援助活動ごとに報酬金額を援助会員に支払います。援助会

員は援助活動報告書に活動を記入し、依頼会員の署名をもらいます。 

6. 援助活動報告書は、翌月１０日までにセンター事務局に提出します。 

 

おやくそく 

 

 

 

≪会員共通の約束≫ 

1. 事前打ち合わせは必ず行います。 

2. 約束の時間は必ず守りましょう。 

3. 同時に、複数の援助活動はできません。 

4. 報酬は、必ず支払って（受け取って）ください。 

5. 援助活動中の貴重品の管理に関する会員間のトラブルは、センターで

は責任を負いかねます。 

6. 登録情報に変更があった場合は、事務局へ変更届を提出してください。 

7. 退会する時は、届出とともに会員証（援助会員）を返却してください。 

8.センター（事業）の趣旨を理解し、決まりを守りましょう。ふさわし 

くない行為があった場合は、退会をお願いすることがあります。 

９.連絡がつかない場合、１年間の猶予をもって自動退会扱いとさせて頂

きます。 

 

≪依頼会員の約束≫ 

9. 依頼した援助内容以外の活動はお願いしないでください。会員同士の

助け合いのため、過度の期待や負担を求めることはやめましょう。 

10. 会員同士で活動日時を調整した場合や、予定変更（時間・キャンセ

ル）の場合は、依頼会員が責任をもって事務局までご連絡ください。

連絡がなく活動があった場合は、助成金及び補償保険の対象外とな

ります。 

11. 病児の預かりはできません。お子さんの当日の健康状態をしっかり 

  確認しましょう。 

12. おやつ、食事（ミルク等）、衣服（着替えやおむつ等）など必要なも

のは用意してください。 

 

≪援助会員の約束≫ 

13. 援助活動中は常に子どもの安全を確認してください。 

14. 援助活動中は必ず会員証を携帯し、身分を証明する必要があると

きに、提示してください。 

15. こんなときは、できるだけ速やかにセンターへ連絡をお願いします。 

◇事故が発生したとき 

  ◇援助活動中に子どもの異常を認めたとき 

16.援助活動後は、その都度センターへ連絡し、その後活動報告書を 

作成し、提出してください。（翌月１０日まで） 

 

お互いのプライバシーは守りましょう。援助活動の中で知り得た家族の

事情等については、他人にもらしてはいけません。退会後も同様です。 
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【利用時間と利用料】 

≪送迎についての約束≫ 

1. 規定に伴い誓約書の提出をお願いします。（依頼・援助会員） 

2. 援助会員は、自家用車使用許可申請書の提出をお願いします。

有効期限１年とします。 

3. 鹿島市内のみの送迎です。 

4. 事前面談（保育所や塾など子どもの送迎に必要な面談も 同時

に行います） 

5. ジュニアシート・チャイルドシートの有無を事前打ち合わせで

確認し、無の場合はセンターで貸し出しを行います。 

6. 送りと迎えの時間が空く場合カウントを２回とし、料金は別々

に計算します。 

7. ３０分に満たない利用でも１時間の料金となります。 

 

報酬について 

１. 依頼会員は、下記の区分に応じた報酬を援助会員に支払います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＊ひとり親家庭及び多胎児世帯等に対する利用料の助成について 

≪助成対象者≫ 

◇ひとり親家庭等の市の助成を受けている方 

◇多胎児世帯の方 

◇その他子育て支援が特に必要な方 

≪助成を受けるには≫ 

◇活動の利用申し込みの際、上記対象者かどうか福祉課で確認をします。        

（提示：児童扶養手当証書、またはひとり親家庭等医療費受給資格証） 

◇上記対象者から外れた際、速やかに事務局までご連絡お願い致します。

対象外での利用が確認された場合は助成金の一部を負担していただ

きます。 

 

２. 援助活動の時間について 

◇援助活動の時間は、原則として 7時～２１時です。 

◇援助会員の自宅で預かる場合、援助会員の自宅に子どもを預けた時

間から依頼会員が迎えに来た時間までになります。 

◇送迎や、子育てひろばなどに援助会員が出向いて援助を行う場合は、

援助活動の時間のみを算定し、移動時間等は含みません。 

 

3. 援助活動時間の計算方法 

 ◇最初の 1時間までは、それに満たない時間でも 1時間とします。 

 ◇援助活動時間が 1 時間を越えて 30 分までは、基本利用料の半額、 

30分を超えて 1時間未満は 1時間とみなします。 

◇活動が異なる時間帯をまたいだ 1時間は、３０分以上で早朝・夜間

料金での算出方法となります。 

◇援助会員１名が、同一世帯の子どもを複数預かる場合 

・預かり・・・２人目から基本利用料の半額となります。 

  ・送 迎・・・車一台での活動の場合は、２人目から助成後の料金

の半額となります。(安全が確認できる場合のみ) 

＊基本一対一の援助活動を推奨しています。 

 

 

月曜～金曜日 利用料金 助成後 

午前 9時～午後 5時 900円 

500円 

（300円） 
午前 7時～午前 9時 

1,000円 
午後 5時～午後 9時 

土.日.祝日 利用料金 助成後 

午前 9時～午後 5時 1,000円 

600円 

（300円） 
午前 7時～午前 9時 

1,100円 
午後 5時～午後 9時 

＊市から助成金があり「助成後」の金額で利用できます。 

＊（  ）内はひとり親家庭・多胎児世帯等の金額です。 
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４. 報酬の支払い 

◇援助活動ごとに、現金をお支払いください。お釣りのないように、

ご準備ください。 

◇タクシー利用時、活動中の実費は報酬とは別に必要です。事前に 

料金確認をお願いします。 

 

５. キャンセル料 

 ◇援助活動の前日（１７：００まで）及び悪天候・災害時の場合の 

キャンセルは無料とします。 

 ◇援助活動の当日・・・一律５００円 

 ◇無断の取り消し・・・予定された報酬（基本利用料）の全額  

 ◇援助会員の都合によるキャンセルの場合、センターは早急に代わり

の会員を探しますが、援助ができない場合があります。 

 

その他 

１. 長時間や宿泊を伴う援助は、「ショートステイ」・「トワイライトス

テイ」等をご利用ください。 

２. 病児の預かりは、「病児・病後児保育」をご利用ください。 

※詳しくは福祉課（TEL63-2119）へお問い合わせください。 

 3. キャンセルをする場合、 

センター開館日は、支援センター（0954-63-0874）、 

火曜日は、市役所 福祉課（0954-63-2119） 

祝日・年末年始・かたらい休館日・早朝等は、  

市役所 守衛室（0954-63-2111）   へお願いします。 

 4. 休業日は、年末年始（12/29～1/3）、かたらい休館日（年間４

日）です。 

 

 

 

 

 

 

補償保険制度について 

会員になると、自動的に下欄の「地域子育て支援事業補償保険」に加入

することになります。保険料は当センターが負担します。 

保険の種類 保険金の内容 種 類 補償金額 

 

援助会員 

傷害保険 

援助会員が、センターの調整によ

る援助中や、送迎の往復途上（通

常経路に限る）に、急激かつ偶然

の外来の事故により傷害を被っ

た時に補償されます。 

死亡 500 万 

後遺障害 20～500 万 

入院一日 3,000 円 

通院一日 2,000 円 

手術保険金 3,000 円 

×所定倍率 

依頼 

（子ども）

会員 

傷害保険 

依頼会員や依頼会員の子どもが、

センターの調整による援助中に、

急激かつ偶然の外来の事故によ

り傷害を被った時に、援助会員の

過失の有無にかかわらず補償さ

れます。 

死亡 300 万 

後遺障害 12～300 万 

入院一日 3,000 円 

通院一日 2,000 円 

手術保険金 3,000 円 

×所定倍率 

 

賠償責任 

保険 

会員が、援助中の監督ミス等が原

因で第三者の身体または財物に

損害を与えたことにより、法律上

の賠償が生じた場合に、負担する

賠償金などを補償します。 

対人・対物 2 億円 

初期対応費用 1,000 万円 

訴訟対応費用 1,000 万円 

現金盗難 10 万円 
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ファミサポ Q＆A 

 

Q: 急な依頼は大丈夫でしょうか。 

A: 原則 3日前までに予約をお願いしていますが、まずは 

ファミリー・サポート・センターへお電話をして下さい。

援助活動ができる会員をできるだけお探しいたします。  

 

Q: 事前打ち合わせって必要？ 

A: 活動が両会員にとって初めてのマッチングの場合は、安心

安全な活動につながるように、両会員の顔合わせをかねて、

子どもさんの様子を聞かせていただいたり、緊急連絡先の

確認をさせていただいています。 

 

Q: 無料クーポンはどうやって使えるの？ 

A: まずはファミリー・サポート・センターへお電話をお願い

します。援助活動を、平日に、職員が対応いたしますので、

日程調整をいたします。 

 

Q: キャンセルする場合は？ 

A: センター開館日は、センター（0954-63-0874）へご連

絡ください。 

火曜日は、市役所 福祉課（0954-63-2119）、 

祝日、年末年始、かたらい休館日、早朝等は、市役所 守

衛室（0954-63-2111） 

へお願いします。 

  

 

 

 

 

 

【鹿島市ファミリー・サポート・センター】 

   

住 所  🏣849-1311 

鹿島市大字高津原 4326-1 

鹿島市民交流プラザ 「かたらい」４階 

鹿島市子育て支援センター内 

ＴＥＬ  0954-63-0874（FAX 63-0874） 

受付時間 ９：00～17：00 

休業日  年末年始（12/29～1/3） 

かたらい休館日（年間４日） 
 

＊火曜日  （市役所 福祉課 0954-63-2119） 

祝日・年末年始・かたらい休館日 

（市役所 守衛室 0954-63-2111） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

令和 6年 4月改訂 

鹿島市ファミリー・ 

サポート・センター 
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